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February 2007 京都大学

璽
平成18年 春季企画展

コンピュータに感 覚 を
一京大情報学パ ターン情報処理の系譜一

期 間:平 成18年6月7日(水)～8月27日(日)

開館 時間:午 前9時30分 ～午後4時30分(入 館 は4時 まで)

会 場:京 都大学 総合博物館南棟2階 企画展示室

平成18年 春季

企画展 によせ て

京都大学 総合博 物館 の平成18年 春 季企 画展 とし

て6月7日 か ら8月27日 まで 「コ ンピュー タに感覚

を一京大情報学パ ター ン情報処理 の系譜一 」が開催

された。音声認識 画像認識 日本語情報処理 など

のパ ター ン情報処理技術 は現在,目 覚 しい進展 を遂

げ,人 々は 日常的 にそれ らの技術 をほ とんど意識す

る ことな くその恩恵 にあずかっている。本企画展で

は,そ の ようなパ ター ン情報処理 の分野 においてパ

イオニア的業績 を残 した坂 井利之(現 京都大学名誉

教授)研 究室 の貴重 な資料 を展示す る とともに,最

先端 の情報処理技術 を体験 コーナー とともに展示 し

た。学術情報 メデ ィアセ ンターの美濃導彦 セ ンター

長,河 原達也教授,情 報学研究科 の富 田眞治研究科

長が中心 となって実行 された。

最先端 の研究成果 も盛 り込 まれたため,必 ず しも

完全な ものばか りで はなか ったが,コ ンピュータの

可能性 を示す には十分 に興味のある,楽 しい展示で

あ った。具体 的な展示内容 は以下 の ようである(開

催期間中,総 合博物館のホームペ ージに掲載 した喜

多千草 京都大学非常勤講師 ・関西大学助教授の説明

文。写真:豊 浦英明)。

(京都大学総合博 物館助教授 城下荘平)

城下荘平

世 界の コ ンピューテ ィング史は,そ の影響力 の大

きさか ら,1940～50年 代 は英米,1960年 代 以降 は

米 国中心 に語 られる ことが多 い。 しか し,日 本の コ

ンピューティング史は,西 欧中心の コンピューテ ィ

ング史の枠組み に収 まらない特徴 を持 っている。特

に,26文 字 のア ルフ ァベ ッ トを中心 に した文字 文

化 では容易 に表現 しきれない 日本語 の特性 に起 因す

る,パ ター ン情報処理分 野は,ユ ニークな開発思想

に よって先導 された領域 として知 られる。 この企画

展 では,こ うしたパ ター ン情報処理 の分野 において,

京都大学 で音声認識 画像認識 日本語情報処理 な

どのパ イオニア的業績 を重 ねた坂井利之研究室の貴

重 な技術 史資料 を軸 に,貴 重 な歴 史的文書や システ

ムの記録 映像 などを公開する。 また,い まは失われ

たシステムの原理 をわか りやす く再現 した ものや,

この分野 で最先端の情報処理技術 を使 ったシステム

な ど,来 場者が実際 に触れてみる ことので きる体験

型 システム を展示す る。
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コ ン ピ ュ ー タ で山 水 画 を描 き 、禅 問 答 をす る

展示概要

パ ター ン情報処理の あゆみ:坂 井利之 らの開発思想

坂井研究室 では音声 ・言語 ・画像 ・ネッ トワー ク

とい った多岐にわたる分野 に取 り組んだ。それ らの

研究 ・開発が,ど の ような開発思想の もとに行 われ

て きたのか。 また,そ れ らの問題意識 を継承 した研

究が,ど の ように発展 して きたのか。巨大年 表 と資

料展示 によって京都大学の情報学の系譜 をた どる。

再 現 シ ス テ ム と体 験 コー ナ ー

1.音 声 タイプライターの再現 システム

コ ンピュー タに声 を認 識 させ る とい う1960年 頃

のパ イオニ ア的な試 みが どの ような ものであったか,

当時の写真資料や映像資料 の展示 に加 えて,コ ンピ

ュー タ上 に再現 した当時の システムの しくみ を来場

者が体験 出来 るコーナー

2.名 刺読 み取 り装置の再現 システム

1980年 代前 半 につ くられ た名刺 読み取 り装 置の

再現 システム。来場 者が,会 場 に用意 した名刺 をコ

ンピュー タに認識 させてみ ることがで きるようにな

っている。

ロボッ トに来館者の名前を覚えさせる

3.音 声認識会話 工一 ジェン ト・システム

最新の音声認識技術 に よる,京 都の観光案内な ど

をす るモニ ター内のロボ ッ ト ・フ ィノ(会 話工一ジ

ェ ン ト)と,来 場者 が会話 を楽 しむことの出来る シ

ステム。パ ター ン情報 処理の最新 システムのひ とつ。

会場入 り口で名前 を登録 した来場者 には,顔 を認識

して名前 を呼びかけて くれる。

4.感 性 を表現 するシステム

映像技術の歩み は,精 神 的な世 界をコンピュー タ

で表現す る とい う試み に至 っている。会場 には,日

本文化 ・情報文化研究者 松 岡正剛氏 と学術情報 メ

デ ィアセ ンターの土佐尚子特任教授,ジ ャズ トラン

ペ ッターの近藤等則氏(音 楽)に よる,コ ンピュー

タで 山 水画 を描 き,禅 問 答 を体 験 す る シ ステ ム

(ZENeticComputer)を 設置。

ほか
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記事

大学博物館 がつ くる学習 プログラム

大野照文

1.体 験 学 習 教 材 プ ロ グ ラム 開 発 の

きっ か け

私 たちが大 学博物 館 で学 術標 本資料 を大切 に維

持 ・管理す るには理由がある。それ は学術標本資料

には 自然や ヒ トについての物語がい っぱい詰 まって

いるか らであ る。私たち博物館 に所属す る研究者 の

楽 しみは,こ れ らの物語 を読 み解い てゆ くことであ

る。

市民の皆 さん も,自 分で学術標本資料か ら物語 を

読み だせれ ば 博物館 を従来 の何倍 も楽 しむことが

で きるはずである。そ こで,博 物館の スタッフが 日

頃研鐙 して会得 している この技 を市民の皆 さんにお

伝 え しようと考え るに至 ったのであ る。博 物館の真

の楽 しみかた を伝 える ことが で きれ ば,博 物館にお

ける学術標本資料の収 集 ・維持 ・管理の営みの大切

さについて も自ず と理 解 して もらえファンやサポー

ターになって もらえるはず である。 この ような意 図

を持 って生涯学習 プログラムの開発 をは じめ,現 在

子 ど も向け2つ と,大 人向 け1つ の 合計3つ の開 発

を終 えてい る。 ここで は,そ の うち子 ど も向 けの2

つ に絞 って紹介 したい。

昨今子 ど も達の理科離 れが深刻 な問題 となってい

る。 そこで,自 然科学 のエ ッセ ンスであ る観察,推

理 確かめ,の プ ロセス を楽 しく体験 して もらい,

子 ども達 に理科 を好 きになって もらうため に開発 し

たのが 「三葉虫 を調べ よう」と 「二枚貝 を調べ よう」

とい う2つ の子 ども向 け学習 プログラムである。 い

ず れ も90分 で完結す るプ ログラムで,ス ケ ッチ に

始 ま り,そ れに引 き続 く質問 の答 えを推理 し,確 か

め る とい うサ イクルを何度か繰 り返す ことによって,

観察(観 測),仮 説 の構 築,検 証 とい う自然 史研究

の プロセス を体 得す るこ とので きる学習プ ログラム

であ る、,

学習 プログラムは,1)90分 の学 習の流れ を記 し

たシナ リオ,2)シ ナ リオにそ って情報 を提示 して

ゆ くパ ワーポ イン ト,3)観 察のための実物教材,4)

理解 を助 けるための実物や模 型,5)そ して学習 し

たことを振 り返る ことので きるテキス トなどか らな

る。

2.開 発 は チ ー ム ワ ー ク で

総合博:物館で筆者が担 当 した学習教材の作成は,

博物館生涯学習 プランナーの染川香澄氏が主宰する

ハ ンズ ・オン プランニ ングに属す るデザ イナーの

たけうちかお る氏,博 物館教育 の研究者であ る小 原

千夏氏,展 示 プランナーの織谷仁美氏 ら,さ らには

イラス トレー ターの西谷 克司氏 やテキスタイル作 家

の斎藤麻紀氏 らと協 力 したチームワー クであたって

いる。様 々な分野のスペ シ ャリス トが集 うことで独

りよが りで ない質の高いプログラムの完成 を目指 し

ているか らである。た とえば,我 々の プログラム開

発 は,徹 底 した評価作業 を行 うのが特色である。完

成バー ジ ョンがで きあが る まで,試 行的 な学 習教室

を何度 も繰 り返 し,そ の都度徹底的 な評価 ・検証 を

行 ってバー ジ ョンア ップ を積み重ね てゆ く(図1)。

90分 の試行 的な学習教室の あ との議論が3時 間に及

図1試 行的実習の評価(左 後方が評価委員)
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ぶ ことも普通で,言 葉遣 いや教室内での机 や教材の

配置 に始 ま り,質 問の しか た,内 容の理解度,実 習

の流れ などについて徹底的 な検証 を行い,教 材の改

良 につ なげている。夢 で うなされ ることもある くら

いに評価は厳 しいが,こ れ によって教材の完 成度は

確実 に高 まる。 また,テ キス トやパ ワーポ イン トな

どの教材 もプロのデザ イナー,ア ーテ ィス トの手に

よって優 しく,し か も高 い品位の もの を作 る ことが

で きる。

3。 観 察 → 推 理 → 確 か め の プ ロセ ス

を楽 しむ学 習 プ ロ グ ラム

私 たちが開発 した 「三葉 虫を調べ よう」 と 「二枚

貝を調 べ よう」の プロ グラム(図2)は,い ず れ も

90分 完結 で,ま ず 対 象 を観 察 し,そ れか らそ の観
図2「 三葉虫を調べ よう」 と 「二枚貝 を

調べよう」のテキス ト表紙

表1「 三葉虫を調べよう」 と 「二枚貝 を調べよ う」における学習プログラムのシナリオとその留意点」

導 入

ス ケ ッチ

推 理

留 意 点

具体的な
内 容

留 意 点

具体的な
観察事項

留 意 点

具体的な
質 問

三葉 虫 を調 べ よ う 二枚 貝 を調 べ よ う

これ か ら行 う実 習 の 目的 をは っ き りと伝 え るこ ど,

とっ くの大 昔 に絶滅 した三葉 虫 につ いて,ど の

よ うな体 を もって いた のか,ど ん なふ うに生 活

して いた のか推 理 しよ う。

二枚 貝 も動物 。 いつ も食べ て いる体 の さ まざ ま

な部分 が 動い た り,息 を した り,も の を食べ た

り,ウ ンチ を した りの 役割 を して いる はず。 そ

れ を調 べ よう。

スケ ッチ は,後 の推 理 に不 可 欠 な事 項 につ い て きっ ち りと見 て書 き込 ませ る こ と。化 石 は不 完

全な標 本 もあ る。 ま た,二 枚 貝 の軟 体部 は さわ る とす ぐに形 が 変 わ る。 この ため,必 須 の事 項

を観 察 で きな い子 ど ももい る。 そ こで,適 宜 周 りの子 ど もの 標 本 を見 なが ら,観 察 を補 うよ う

に促す 必要 が あ る。 また,ス ケ ッチが終 わった 後で必 須 の観 察事項 を板 書 し,確 かめ させ る こ と。

観 察 で きてい ない 子 には周 りの子 ど もの標 本 を 見て補 わせ る。

頭,胴 体(胸),尾 の 違 い,目.縫 合 線 入 水 管,出 水 管,足,エ ラ,唇 弁,口,肛 門

1)答 え をオ ウ ム返 しに語 らせ て はい け ない。 じっ く り筋道 をた どって考 え,し っか り推 理 さす

る訓練 を させ る こ と。 クラ スの中 に はす ぐに的確 な推 理 をす る子 ど ももい るが,そ の子 らの

答 え をす ぐに聞 くので は な く,周 りの子 ど もと相談 させ る。 これは 自分 の考 え を他 人 にわか

りやす く伝 える訓練 に もな る、、

2)初 め て聞 か れた 質問 も,観 察 と推理 で正 しい答 え にた ど り着け る こ との 感動 を与 え る こ との

で きる質 問 を入 れてお い て,実 習 を受 講 した子 ど もが 自信 を もて る ように配 慮 して お く(下

の具 体的 な質 問で*に しめ した のが それ に 当た る)。

D三 葉 虫は どんな生 き物 の仲 間だ ろ う*

2)三 葉 虫 は 天敵 か ら どうや っ て 身 を守 って い

ただ ろ う*

3)三 葉 虫は どうや って大 き くな るのか な*

Dこ の部分(貝 柱)は どんな役 目をす るの かな

2)こ の部分(足)は どんな役 目をす るの かな

3)こ の部 分(入 水 管,出 水 管)は どん な役 目

をす る のか な

4)こ の部 分(入 水 管,出 水 管)は ほか に どん

な役 目をす るの か な*

5)ウ ンチ は ど こか らす るの*
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察 をヒン トに様 々な質問の答え を推理 し,確 かめ る

とい うサ イクルを繰 り返 しなが ら科学 の方法 を身 に

つけて もらう流れ になっている。 まず,導 入部分で

は,実 習 の 目的をはっ きりと伝える ことに した(表

1)0

また,ス ケ ッチ にあたっては,後 の推理 に不可 欠

なヒン トとなる特徴 を きちっと観察で きる ような配

慮 を徹底 した。化石 には不完全 な標 本 もある。 また,

二枚貝の軟 体部分 はふ れる とす ぐ形が変わる。この

ため重要な特徴 を観 察で きない標本 もあ る。そこで,

適宜周 りの子 どもたち と標本 を見せ合 って補い合 う

こ とをうなが している。 また,ス ケッチが終わった

後で必須の観察事項 については板書 して再確認 をす

る。 さ らに観察で きていない子がい ないか確かめ,

必要 に応 じて周 りの子 どもの標本 をみ て補わせる配

慮 も行 った。

スケ ッチ に続 く質問は,答 えを確かめ たと きの達

成感が得 られるように,観 察 と子 どもたちの知識 を

動員 してようや く答 えを推理 で きるやや高い レベル

の ものをそろえた。ただ し,実 際の学習教室では,

参加 する子 どもの年齢な どによってそれ とな くヒン

トを与 えた りす ることによって正解 にた どり着 くこ

とを助 けている。

最 後の質問は,重 要であ る。た とえば 「三葉虫 を

調べ よ う」 では,「 三葉虫 は どうや って大 き くなる

のかな?」 がそれ である。答 えは脱皮 であるが,脱

皮する ことを示す頭部の縫合線 を子 どもたち全員 に

スケッチ させ てある。子 ど もた ちは,脱 皮 の証拠 を

示す ように講師か ら要求 されて四苦八苦す るが,ス

ケ ッチ を見ていて自分が頭部 に描いていた線 の意味

にあ る瞬間に気づ くので ある。そ して,自 分 の観察

力 と推理力に大 きな 自信 をつ けて プログラムは終 わ

るように作 り込んである。

この ように,「 三葉 虫 を調べ よ う」 も 「二枚貝 を

調べ よう」 も,自 分の五感 を使 って観察 し,そ れに

基づいて推 理 し,確 かめる とい う発見 ・探 求型のプ

ログラム とな っていて参加す る子 どもた ちに きわめ

て人気の高い もの となっている。最初 に作った 「三

葉 虫 を調べ よう」 はす で に全 国で3500名 の子 ども

たちが参加 している。
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4.学 習 を深 め る様 々 な ア イ テ ム

子 どもたちに理科の勉強の仕方のエ ッセ ンスを伝

える学 習 プロ グラムには,上 記の ようなシナ リオ と

ともに,子 どもたちにわか りやすい教材の準 備が必

要であ る。以下にそれ らを用意す る時の注意 点を述

べてお く。

・パ ワーポ イン トファイル:子 供 たちの興 味を持続

させ ることがで き,ま た学習す るポ イン トを簡潔

に確実 に伝 える ことがで きるよ うに作 り込む必要

があ る。

・実物標本:ス ケッチ用標 本は子 ども一 人に一つ与

えるこ とので きる ように準備が必要であ る。推理

を確 かめるための実物標 本は必要最小限の もの を

厳選す る必要があ る。 インパ ク トのあ る実物標本

であって も学習 プログラムのシナ リオ と関係の薄

いモノは,か えって子供 たちの興味 をプログラム

の流 れ とは違 う方向 に導 いて しまい逆効果 となる。

・模型:観 察や確かめ にはで きるだけ実物標本 を用

意す る ことは鉄則である。 しか しこれだけで は不

十分である。例 えば二枚 貝 を調べ ようでは,巨 大

なハマ グリの縫い ぐるみ模型 を作 った。誰で も二

枚 貝は動物 であることを頭では知っている。 しか

図3ハ マグ リのぬい ぐるみ模型。殻 を

あけると内蔵 も作り込まれている。
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し動物 として生 きて行 くための運動や呼吸や食事

(摂餌),排 泄 などを肉体の どの部分 を使 って どの

ように行 ってい るのか,仮 に正 しい推理 を した と

して も具体的 に肉体その ものに当たって確 かめ る

ことは容易ではない。 この ような場合 にはむ しろ

学習 に とって重要な部 分 を強調 し,他 は省略 した

模型 の利用が効果的である(図3)。

・振 り返 り学習用のテキス ト:パ ワーポイン トファ

イルに準 じた内容のモ ノとしている。

以上 の ような条件 を満 たす良質な学習補助 アイテ

ムの製作 には優れた観察力 とデザイ ンカ を もった専

門家の関与が不可欠である。幸 い我 々のチー ムには

イラス トレーターの西谷 克司氏,デ ザ イナーのたけ

うちかおる氏,テ キス タイル作 家の斎藤麻紀氏 らが

参加 して くれてい る。彼 らの努 力で優 れた模型 を製

作す る ことがで きた。 この点については,ニ ュース

レター本号 に寄稿 して くだ さった西谷氏の記事が大

変示唆 に富 む ものであ り,是 非 とも目をとお してい

ただ きたい。

が,多 くの場 合,く だんの子 どもはその後"え も

言 われぬ"笑 みを うかべ なが ら体 を丸め た三葉虫の

化 石 を ま じま じと眺め入 るので ある(図4下)。 自

分 たちの力で推理 した姿が まさに手のひ らに乗 って

いるので ある。子 どもた ちは,自 分たちの推理力の

すば らしさに'胱惚感 に浸 る くらいに感動 してい るの

である。

この数年 間にわたる学習プ ログラム開発の経験 に

よって様 々な経験 を蓄積 する ことがで きた。 また,

学 習意欲 をか き立て るための様 々な ノウハウ も蓄積

する ことがで きた。今後は様 々な学習 ニーズを持 っ

た グループの ための質の高い学習教材 の開発 を目指

して努力 を して ゆ きたい。最後にこれ らの学習 プロ

グラムの制作 にあたって支援 いただいた文部科学省

生 涯学習政策局 に謝意 を表 してお きたい。

(京都大学総合博物館教授 大野照文)

5.学 習 プ ロ グ ラ ム の有 効 性

この ような学習 プログラムの効果 を客観的 に示す

ことは難 しい。 しか し,以 下の ような観察事例か ら

は,子 どもたちに理科の勉 強の楽 しさが伝 わってい

る ことの一端 が伺 える。「三葉 虫 を調べ よ う」で は

推理 を実物で確かめ られ るよう化石 を用意 してあ る。

そ して,質 問 に対 して正 しい推 理 をした子 どもには,

その化石 を手 に推理 をみん なに説明 して もらうこ と

に している。 その と き,正 しい推理 を した子 ども達

がつ ぎの ような興味深い挙動 を示す場面 を何度 も目

撃する こととなった。例 えば 「どの ように して天敵

か ら身 を守 ってい るの かな⊥ とい う質問に正 しい

推 理 をした子 どもは 「私が推理 した とお り三葉虫 は

ダンゴム シみ たいに体 をまるめて身 を守 ってい ます。

この標 本 を見 る とわか ります。 しっか り見 て くださ

い。」 と得意満面でみ んなに話 しかけ る(図4上)。

子 ども達に知 的 「成功感」 を体験 させ,理 科好 きの

子 どもを増 やす 目的の 「三葉虫 を調べ よう」 である

か らここまでは想定 内の反応であ る。

図4上:推 理があたって自慢中。

下:う っとりと化石を眺める子ども達
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科 学 イ ラ ス トに つ い て 思、う こ と

西谷克司

は じめに

このたび縁 あって 「三葉虫 を調べ よう」「二枚 貝

を調べ よう」「貝体新書 」の ミニブ ックに掲載す る

科学 イラス トを担 当 させ ていただいた。慣 れない作

業で右往左 往 してみな さんにご迷惑 をおかけ してい

るが,制 作 を通 じてつかんだこ とや再認識 した こと

も多 くあ った。 ここでは,科 学 イラス ト制作 につい

ての雑感 をイラス トレー ターの立場か らお伝 え した

い 。

「情報 を整理 できる」 イラス トの機能

イラス トとい う表現手段 はかな り柔軟で,目 に見

える ものな らほとんど表現 で きる。柔軟であ るだけ

に描 き手の意図や志向,知 識 や伎禰 な どがわか りや

す く反映 される。科学 イラス トの場合,誰 か に何か

を説 明す る 目的で使われ るため,こ の柔軟性 をどう

活 用するか常 に意識 してお きたい。

科学 イラス トの重要 な機能は,言 葉 に よる説明が困

難 な部分 を図解す ることであ り,な に よりも 「わか

りやす さ」が求め られ る。わか りやす さのためには,

不要な情報 を減 らし,本 当 に必 要な情報 を抽 出 して

見せ る といった情報の制御が必 要 となる。 た とえば

写真 を採用す れば その臨場感や リア リテ ィが強い

説得力 を発揮す る場合 も多 くあ るが,画 像 のあ らゆ

る要素が等 質の主張 をす るため,本 当に説 明 したい

部分があい まいになった り,他 の要素 の存在が誤解

や混乱 を招 く場合が ある。説明や解説の障害 となる

のであれ ば 写真 の持つ リア リテ ィもノイズ となる。

イラス トの場合,白 紙 の状態か ら始め ることがで

きるため,情 報の取捨選択 も演 出 も自由 自在 である。

た とえば 不要 な情報 を消す ・淡 くす る ・ぼかす ・

描線 を細 くす るなどの処理,逆 に説明 したい部分は,

描線 を太 く ・色 を濃 く ・コン トラス トを強 くな どの

処理が容易であ る。写真 を加工 して同様の効果 を得

るこ とも可能 だが,不 自然 に見えないようバ ランス

よく加工す るの はなかなか難 しい。写真 はリア ルな

だけに,手 を加 えた部分 とそ うでない部分 との差が

目立 ち,結 局 ほとん どの部分 を加工す ることになる。

表現対 象 を選 ばないイラス トの汎用性

写真 の撮影 は実物が対象であ るだけに,必 ず しも

意図に添 った完壁 な結果が得 られ るとは限 らない。

対象に よっては,撮 影が困難であ った り全 く不可能

な場 合 もある。銀河の彼方や深海 はおいそれ と撮影

で きない し,生 きた人体の内部 など,技 術 的に も倫

理的に も困難 な場合 もある。生物で な くモノで あっ

て も,破 壊 しなけれ

ば撮影で きない場合

もあれば,撮 影行為

自体危険 を伴 う場合

もあ る。

しか し,イ ラス ト

な らば,こ れ らの問

題 をほ とんど解決で

きる。た とえば,も

8
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っともふ さわ しい視点や画角や光の状態 を選 んだ り,

断面 を挿入 した り,一 部 をめ くって内部の様子 を見

せた り,拡 大 した りす ることも可能である。対象の

姿勢やポーズを指定 した り,背 景や環境 を設定 した

り,生 き物 な らば生活 を再現 した りするこ とも可能

である。 さらに,す で にこの世 に存在 しない ものや,

まだ存在 しない,も しくは発見 されていない対象 も

イラス トな ら表現で きる。時 には概 念の ように形 を

持たない ものを表現す ることもあ る。

虚 と実の コン トロール

まさ しくイラス トは,表 現手段 としてほ とん ど自

由 自在であるが,言 い方 を変 えると嘘 もつ き放題で

あ る。科学 イラス トの場合,わ か りやす さと同 じく

らい重要な点は正確 さで,正 確 さと嘘 をうま く両立

させ るのが科学 イラス トの醍醐味である。す なわち

あ る説明に対 しイラス トを用意す る場合 もっ とも

必要 な部分には正 しく明確 なメッセー ジが与 え られ

てい るべ きである し,そ の他の補助的な部分 の表現

には,「 この部分 は補助,背 景,脇 役 であ り,省 略

やデ フォルメが施 されて います よ」 とい うあか らさ

まなサ インを盛 り込 む工夫が必要である。 この正確

さとあい まい さのバ ラ ンスをうま くア レンジで きる

か どうかで,そ のイラス トの 「科学 イラス トとして

の機能」 を評価 で きるように思 える。 また 「このへ

んはいいかげんだ よ」 とい うサ インを見る者 にあか

らさまには意識 させず に,し か もサ インとしての機

能 だけ は働かせ る ような,上 手 な嘘つ き加減 がテ ク

ニ ックと してある ように思 われ る。

科学 イラス トに取 り組 む姿勢

科学 イラス トは,そ の依頼者 である専門の研究者

の意向や指摘 を十分に反映 させ る もので な くてはな

らない。そのためには可 能な限 り専 門家 に近づ く努

力が重要であ る。科学 イラス トを描 く上で何 よ り重

要 なのは,研 究者 と同 じく対 象へ の興味 と理解であ

ノVO.22

る。 イラス ト制作者 は喜 びを もって対象 を観察す る

ことがで きる上 に,得 た情報 をどん欲に吸収す る率

直 さ,咀 噛 し自分 な りの アレンジで表現 で きる柔軟

さ,表 現手段 やテ クニ ックに溺れず冷静 に制作結果

を検証で きる謙虚 さな どを持 ち合わせていな くては

ならない。極端 な表現 をすれば 「よ く勉 強 した イラ

ス トレー ター」 である以上 に 「絵 の達者 な研究者見

習い」 を目指 す くらいの取 り組みが望 ましい。

加えて求め られるのは,も っとも適切 な表現 を提

示で きる多様 な演 出メニューを用意で きる ことと,

それ を裏付 ける的確 なデ ッサ ンカである。

観察する能 力

デ ッサ ンカ とは観察す る能力であ る。デ ッサ ンと

は対象 を見なが ら描 く行為であ るが,お お まかには

「観察 して」「定着 させ て」「検 証す る」 の繰 り返 し

で ある。 「検証 す る」 のは,紙 の上の定着 結果の で

きばえを 「観 察する」 こ とであ る。つ ま り,デ ッサ

ン とは対象 と紙 を交互 に観察す る行為であ り,デ ッ

サ ンカ とは この行為 に臨む集 中力である と考える。

実 は,観 察 と定着の問には 「整理」があ る。 どんな

情報 を紙の上 に定着 させ るか選んでゆ く,と い うこ

とであるが,芸 術寄 りのデ ッサ ンの場合,こ の 「整

理」は半ば無 意識に,い わば神がか り的 に行 われる。

科学 イラス トの場合,研 究者の発見や意図が 「整理

す る」 フィル ター として機能す る。 また,研 究者 と

イラス トレー ター との間の立場で,実 際 にどんなイ

ラス トをどう用いるかを考 えるデ ィ レクターやデザ

イナーの企画や演出 もフ ィルター となる。 イラス ト

で も絵画で もあ るいは漫画 であって も,直 接 人の 目

に触れ るのは この 「定着結果」だ けであ るが,こ の

結果 を 「観察 ・整理 ・検証」が背後で支 えている こ

とを忘れてはいけない。絵 をよ く観ればそれ らは定

着結果の 中に読み取 る ことがで きるはずである。

9
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共 同作業

いわゆる純粋芸術活動 においては,あ らゆ る営み

は作 家次第 であ る。動機か ら創作,「 これで完 成」

とす る決断 まで,作 家独 りの判 断に委 ね られ る。 こ

れに対 し,絵 を描 こうとす る動機 でさえ,依 頼 とい

う形 で他者か らもた らされ るイラス ト制作 は,あ る

種 の共 同作業であ る。整理や検証 の段 階で,研 究者

やデ ィレクターの意志やア イデアが反映 され るおか

げで,イ ラス トはイラス トレー ターひ とりの狭い視

野か ら抜 け出 し,奥 行 きと深みを得 る。

イラス トに込め ることがで きるか もしれ ない。描 く

喜 びが に じむようなイラス トを制作 したい。

イラス ト制作 にあた り,個 人的に志向 してい るの

は品の よさであ る。「ド迫力」よ り 「静誼 さ」が,「重

厚 感」 より 「軽 快感」が好 ま しい。そのほうが イラ

ス トとしての賞味期限が長い ような気がす るか らで

ある。 イラス トを見た人たちが,見 たこ とを忘れ る

くらいの時間をおいて再び見た ときに,あ らためて

品質の高 さを再認識で きるような イラス トが理想で

ある。 また,イ ラス トを見る人たち,と くにこど も

たちに,プ ロが真剣 に取 り組んでいるこ とを伝 え ら

れる ような粘 り強 さと洗練 さを保 ちたい。見知 らぬ

君 のために,世 のお となた ちが どんなに真剣 に物や

仕組 みを作 り,改 良 を重ね続けているかを伝 えたい。

ただ し,「 真剣 さ」 とい う言葉 の悲壮感 か らは距離

を置 き,与 え られたテーマ に忠実で,対 象に誠実で

あ りなが らも,そ こはか とないユーモア というか軽

妙 さも忘 れない ように したい,と い う裏 テーマ もこ

っそ り持 っている。

体 験するこ と

わか りやす いイラス トを実現 するためには,専 門

の研 究者 に よる指導や情報提供 に頼 るだけでは十分

で な く,自 分 な りの調査 も必要である。特 に,描 く

対 象 を観察 で きるな らば写真や ビデオに記録す るそ

の前に,ま ず スケ ッチ をす るべ きである。実際 に試

す とよくわかるが,見 るだ けの場合 とスケ ッチす る

場合では対象物 に対す る理解度が大 きく異 なる。先

入観に とらわれず無心 になってスケ ッチ してみる と,

「自分が描 いた とは信 じられない ほ ど」 多 くの発見

を しているこ とが わか る。すなわちスケ ッチ とは対

象 を体験す る手段の ひとつ なのである。体験 しては

じめて得 られる驚 きと発見がなければ,イ ラス トに

も知る喜 びをこめ ることはで きない と思 う。

思 うこと

一枚仕上 げるたびに感 じる 「達成感」 こそ,何 か

をつ くる人々だけが知 っている 「ごほ うび」 である。

この 「ごほ うび」 は自分が体験 するこ とで しか得 ら

れないが,達 成感 を味わ う喜びのかけ ら くらいなら

さい ごに

本業 が工業 デザ イナ ーであ る私に とって,絵 は,

製品 をデザ インして生産す るまでの ツールにす ぎな

か った。 このたび仕事 として イラス ト制作 に取 り組

む機会 を与 えていただいたおかげで,新 たな世界の

ひろが りを感 じることがで きた ように思 う。若 い頃,

デザ インの世 界を知 って感 じた大 きな可 能性 と喜 び,

自分 の人生 に大 きな転機が訪れ ようとしているこ と

を実感で きたあの感 じに近い,ワ クワクする気分 を

久 しぶ りに味わってい る。期待 され ることとそ れに

きちん と応 えるこ と,ま さ しく達成感はあ らたなエ

ネルギー源である と思 う。おおげ さな表現 になるが,

新 たな航 海に乗 り出 した船乗 りの ように,胸 ときめ

かせて新 しい水平線 を見てい る気分である。 このよ

うな視野 を与 えて くださった,京 都大学総合博物館

大 野照 文教授 な らびにハ ンズ ・オン プラ ンニング

代表染 川香澄氏への感謝の念 は日々増す ばか りであ

る。 また,他 に も多 くの方 々か ら有意義 なご示唆 と

激励 をいただいた。言葉足 らず なが ら,こ の場 を借

りてお礼 を申 し上 げたい。

(西谷克司)
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京都大学総合博物館 日誌(平 成18年1月 ～平成19年2月)

1月24日(火)第22回 協 議 員 会

7月4日(火)第23回 協 議 員 会

2月5口(月)第24回 協 議 員 会

4月14日(金)第100回 教 員 会 議

5月12日(金)第101回 教 員 会 議

6月9日(金)第102回 教 員 会 議

7月14日(金)第103回 教 員 会 議

1月16日(月)第21回 運 営 委 員 会

6月28日(水)第22回 運 営 委 員 会

1月17日(水)第23回 運 営 委 員 会

9月8日(金)第104回 教 員 会 議

10月13日(金)第105回 教 員 会 議

11月10日(金)第!06回 、 教 員 会 議

12月8日(金)第107回 教 員 会 議

1月13日(金)

2月10日(金)

3月10日(金)

第97回 教員会議

第98回 教員会議

第99回 教員会議

1月12日(金)第108回 教 員 会議

2月9日(金)第109回 教 員 会 議

外 国 人 研 究 員

1月19日(月)バ トリ シ ア ・ビ ッカ ー ス ・リ ッチ氏(オ ー ス トラ リ ア ・モ ナ シ ュ 大 学 地 球 科 学 部 教 授)帰 国

1月20日(木)～4月30日(月)ア プ リ ン ・ケ ネ ス ・ピ ー ター氏(オ ー ス トラ リア ・連 邦 科 学 産業 研 究 機 構 持 続 可 能

生 態 シ ステ ム科 学 研 究 者)

5月1日(土)～8月31日(木)リ ・ケ イ フ ァ ン氏(大 韓 民 国 ・仁 荷 大 学 校 文 科 大 学 日語 日本 学 科 教 授)

9月1日(金)～12月31日(日)チ ョ ン ・チ ュ ン フ ン氏(大 韓 民 国 ・仁 荷 大 学 校 西 海 沿 岸 環 境 研 究 セ ン ター 研 究 教 授)

1月5日(金)～4月4日(水) オ ー ル ・ジ ェ ー ム ズ ・ワ イ ル ダー 氏(ア メ リ カ合 衆 国 ・ア メ リ カ海 洋 気 象 局 ア ラ ス

カ水 産 科 学 セ ン ター 資 源 管 理 学 部 門 研 究 員)来 学

展 示

2月!日(水)～2月26日(日)

3月8日(水)～5月7日(日)

6月7日(水)～8月27日(日)

6月9日(金)～7月9日(日)

10月4日(水)～ 平 成19年1月28日(日)

修復記念特別公開 「マ リア十五玄義図」展

「火星の素顔一MarsExpressが とらえた3次 元画像一」

平成18年 春季企画展「コンピュータに感覚を 京大情報学パターン情報処理の系譜一」

京都大学文学部創立百周年記念展示 「百年が集めた千年」

平成18年 秋季企画展

「湯川秀樹 ・朝永振一郎生誕百年記念展一素粒子の世界を拓 く一」

12月6日(水)～8日(金)江 戸のモノづ くり国際シンポジウム特別展

「東アジアから世界へ 一和鏡、魔鏡か らハイテクへ、国友一貫斎の科学技術一」

2月7日(水)～3月18日(日)京 都大学所蔵近代教育掛図展 「眼で学ぶ、絵で教える」

公開講座

7月1日 ・8日 ・15日 ・22日

第19回 公 開 講 座 「コ ン ピ ュ ー タ に感 覚 を一 京 大 情 報 学 パ ター ン情 報 処 理 の 系 譜 一 」

10月14目 ・21日 ・28日 ・11月11日

第20回 公 開 講 座 「湯 川 秀 樹 ・朝 永 振 一 郎 生 誕 百 年 記 念 素 粒 子 の 世 界 を拓 く一 」

学習教室
3月19日(日)

3月23日(木)

3月29日(:水)

3月30日(木)

6月4日(日)

8月9日(:水)

8月10日(木)

8月11日(金)

体 験EXPOpart1科 学 体 験 プ ロ グ ラ ム 「宇 宙 か ら来 た 謎 の物 体 ウ ー ブ レ ッ ク」

「シ ャー ク ベ イの サ メ を調 査 せ よ1」

体 験EXPOpart2「 貝 合 せ をつ く りま し ょ う」

体 験EXPOpart2「 ア フ リカ と と もだ ち に な ろ う」

体 験EXPOpart2「 カ リ ンパ を作 っ て演 奏 しよ う」

体 験EXPO2006「 石器 づ く りの 名 人 芸 を見 て み よ う1」

夏 休 み 学 習 教 室 「火 星 探 査 ロ ボ ッ トを つ くろ う作 ろ う」 「望 遠 鏡 を作 っ て 月 を観 察 しよ う」

夏 休 み 学 習 教 室 「二 枚 貝 を調 べ よ う」 「「竹 子 」(1つ 穴 の 竹 笛)を つ くろ う」

夏 休 み 学 習 教 室 「三 葉 虫 を調 べ よ う」 「生 命 の 歴 史 の立 体 絵 巻 を作 ろ う」
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8月12日(±)

8月13日(日)

12月23日(土)

夏休み学習教室 「実馬剣 やさいで紙づ くり1?」 「勾玉(ま がたま)を つ くろう」

「アフリカをしろう ～京大のフィール ドワーク」「本物の標本を触 ってみよう」

「ミクロの世界を観てみよう」

夏休み学習教室 「「巨大な星の結晶」をつ くろう」「本物の標本を触 ってみよう」

「ミクロの世界を観てみよう」

冬休み学習教室 「生命の歴史の立体絵巻を作ろう1」

レ ク チ ャ ー ・シ リ ー ズ

!月14日(土)

2月4日(土)

3月11日(土)

3月18日(土)

4月29日(土)

6月18日(日)

7月22日(土)

9月30日(土)

11月18日(土)

2月3日(土)

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

「小笠原の生物たちの歴史と未来」

「史上最大の鳥1オ ース トラリアの巨大 なガチョウ」

「実験室でマグマと水を見よう」

「貝合せが誘 う源氏物語」

「火星に行ってみよう」

「カタクリ物言吾」

「韓国における日本歴史研究の現状 と課題」

「マ リア十五玄義図」について

「ネズミとモグラの動物地理学」

「古地図で読み解 く京都のすがた」

その他活動

1月14日(土)・15日(日)国 際 シ ンポ ジ ウム 「博:物館 で 学 び が 起 こ る と き」

1月27日(金)国 際 地 層 対 比 計 画493京 都 会 議 記 念

特 別 講 演 会 「エ デ ィ ア カ ラ の 幽 霊 を つ か ま え るEdiacaranGhosthunting」

2月11日(土)展 示 関 連 事 業 「マ リ ア十 五 玄 義 図 修 復 記 念 特 別 講 演 会 」

5月7日(日)展 示 関 連 事 業 「火 星 探 査 ロ ボ ッ トを作 ろ う」

8月10日(木)・11日(金)京 都 大 学 オ ー プ ン キ ャ ンパ ス 「ひ ら り、夢 馳 せ る知 の 旅 へ 。」

9月21日(木)「 貝 体 新 書 」 シニ ア キ ャ ンパ ス2006「 交 響 す る 身 体 」(9月19日 ～22日)

10月!日(日)「 農 学一 花 粉 を運 ぶ 虫 た ちの 生 き様 」

ジ ュ ニ ア キ ャ ンパ ス2006「 非 常 識 の魔 法一 千 年 先 の 時 空 一 」(9月30日 ～10月1日 〉

10月8日(日)

11月4日(土)

11月23日(木)

11月23日(木)

12月2日(土)

12月24日(日)

「歩 い て 発 見1?京 都 の 歴 史 を探 る ～ 水 の路 編 ～ 」

「歩 い て 発 見1?京 都 の 歴 史 を探 る ～ 町 の路 編 ～ 」

「み ん なで み る 、 み ん な で み つ け る ～ ア ー ト&サ イ エ ン ス ～」

京 大 植 物 園 ま つ り2006(ジ ョ イ ン ト ・ワー ク シ ョ ッ プ 「植 物 採 集 と植 物 園」)

「み ん なで み る 、 み ん な で み つ け る ～ ア ー ト&サ イ エ ンス ～ 」

「歩 い て 発 見1?京 都 の 歴 史 を探 る ～ ク リス マ ス 編 ～ 」

人事異動
4月1日(月)

10月1日(日)

事務職員 加納

事務職員 北野

主 任 宮内

事務職員 矢野

素子(総 務部秘書 ・広報室へ転出)

木綿子(工 学部総務課地球系事務室より転入)

友則(医 学部附属病院医務課収入掛へ転出)

麻美(医 学部付属病院総務課人事掛より転入)

発 行 日2007年2月28日 発 行
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